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1. まず、ヒト歯肉ホモジネートのコラゲナーゼ活性の性質を検討した結果、至適 pH は 7 .4であ










また、部分精製したヒト歯肉、および、 Bαcteroides melaninogenicus 由来のコラゲナーゼについ
て、セファデックス G -200 によるゲル炉過を行ない検討した結果、人歯肉のコラゲナーゼ活性は Bαc­
teroides melaninogenicusのコラゲナーゼ、より早く溶出される画分に認められた。このことから、ヒ
ト歯肉由来のコラゲナーゼは Bαcteroides melaninogenicus のゴラゲナーゼより分子量が大きいこ
とが推察された。
さらに、ヒト歯肉コラゲナーゼ、ならびに、 Bacteroides melαninogenicus のコラゲナーゼに対す












または、 Bαctero id es me laninogenicus などの細菌由来のコラゲナーゼとは性状の異なった歯肉固
有のゴラゲナーゼが存在することを証明した。
この点で、本研究は価値ある業績と認め、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認め
る。
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